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厚生労働省などによると新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）は Ct

値 30 以上の場合は感染力が低下、またはほぼ無くなると報告されて

いる。この為、オミクロン株（BA.1）流行時における qPCR法陽性検体を

使用し、ウイルス分離培養試験を行った。

培養試験の結果、感染性が低下すると言われている Ct 値 30 以上

の検体においても 40％以上が分離培養陽性となった。

このことから、Ct 値が高値であっても一定の割合で感染力を保有す

ることが示唆された。

なお、当センターにおいて得られる患者情報は氏名、性別、年齢、生

年月日、検体採取日、検体の種類のみで発症日からの日数は不明で

あり、今後、症状のステージ等も考慮する必要がある。


